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研究成果の概要（和文）：本研究では、複数の矛盾する情報に関する推論において、矛盾の解消を促す方略を協
調学習で学ぶ学習環境を開発することが目的である。具体的には、文章間の矛盾点を分析・特定するステップの
直接的な説明と、なぜ矛盾が生じるのかの様々な理由を学ぶ対比事例をもとにした協調学習を通して学ぶ。この
教材を使って学び複数の文章間の矛盾の解消を検討する群と、各文章の要約を比較しながら矛盾の解消を検討す
る群で効果を比較した。その結果、前者の群が、矛盾点の識別と解消において優れた推論を発揮し、とくに認識
的規範に焦点が当てられた。これは本研究で開発した学習環境の一定の有効性を示すものである。

研究成果の概要（英文）：We developed a learning environment to understand and to promote 
disagreement resolution in reasoning about multiple conflicting information, which includes (a) 
direct explanation regarding steps to analyze and identify reasons for disagreements, and (b) peer 
discussion about contrastive examples regarding different reasons why disputants can disagree. 
Japanese undergraduate students were trained under the above-mentioned instruction or the 
instruction to create a table of each text’s summary for in three weekly sessions and then wrote a 
comprehensive essay regarding a set of conflicting texts. The results showed that the students who 
received the above-mentioned instruction outperformed in disagreement identification, as well as in 
disagreement resolution which focused on the epistemic ideals used among the texts. This indicates 
the effectiveness of the proposed learning environment to identify disagreements and to promote 
integration from diverging information. 

研究分野： 教育工学　学習科学　協調学習

キーワード： 認識的認知　認識的コンピテンシー　複数文書の読解　協調学習

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
市民が自ら多様な情報に容易にアクセスし、日常の問題解決に役立てている中、情報を容易に信頼・峻別できな
いポスト真実社会が到来している。大量の情報の中でそれが矛盾する中、何が真実なのか、何が価値のある情報
なのかを判断し、信頼することは容易なことではない。こうした状況下では、信頼可能な情報提供を誰かに頼る
だけでなく、市民自身が入手しうる情報を信頼する上での規準をもち、自ら複数の情報を比較・統合するなどの
高次思考を適切に行える認識的コンピテンシーをもち、主体的に多様な情報を望ましい形で利用できる方略を獲
得する必要がある。本研究は、そうした市民の能力育成に資する環境を開発しようとする点に意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 知識基盤社会が到来する中で、ある目標に到達するために、様々な情報を取捨選択し、比較・
俯瞰・ 統合するなどして、活用可能な知識を新たな知識として生み出し、また新たな知識を生
み出し続けるスキルとして、21 世紀型スキル(Griffin et al. 2012)が注目されている。21 世
紀型スキルは知識創造を実践していくために必要となる基礎的な技能セットである。それらの
技能が学習実践の中で発揮され、育成される。その発揮や育成のために、協調学習などのアクテ
ィブ・ラーニング型の学習方法が注目されている。 
だがアクティブ・ラーニングをすれば 21 世紀型スキルが育まれるわけではない。知識創造に

は、知識は、教師が教える固定的なものではなく、学習者自身が構成し、獲得し、創造するもの
だという学習に対するパラダイムシフトが必要である(Barr & Tagg 1995)。知識(knowledge)、
知ること(knowing)、学ぶこと(learning)に関する信念(認識論的信念)を、教師はもちろんのこ
と、学習者自身も変容させなければ、知識創造実践は実現しない。 
近年学習科学の領域では、認識論的信念やそこで機能する認識的認知(epistemic cognition)

が注目され、主に(学習者自身が行った学習の結果を含め)情報を入手した時に、どのように個人
がそれと向き合い、評価し、推論・統合・理解し、新たな知識を創造していくのかを明らかにし
ようとしている(Chinn et al. 2014)。だが、そもそも協調学習の認識論的背景となっている社
会的構成主義からみれば、こうした認識的コンピテンシー(epistemic competence)は学習プロ
セスにおける社会的相互作用や状況・文脈とのインタラクションの中で構築されるはずであり、
またこれを通して 21 世紀型スキルと同様の汎用的能力として認識的コンピテンシーが育成さ
れることになるはずである。 
そこで、協調学習において学習者集団が自分たちで認識的コンピテンシーを発揮して、知識

(knowledge)や知ること(knowing)、学ぶこと(learning)に関する認識論的信念を変容し、知識創
造実践を実現していく認識的コンピテンシーを育むために、それを適切に発揮しながら学習で
きる学習環境のデザイン原則を見いだすことを、研究の最終目標とする。 
 
２．研究の目的 
その萌芽期の研究として、本研究は、(1) 複数人で協調しながら複数の矛盾する文書を読解す

るなかでどのように協調的に認識的コンピテンシーを発揮するのかを明らかにすること、(2) そ
の成果をもとに複数人で協調的に認識的コンピテンシーを発揮できるようにするための教授的
支援介入の方法について実践的に開発することを目標としている。 
 

３．研究の方法 
(1) 海外動向調査 
 海外動向については、米国 Rutgers University の Clark A. Chinn 教授およびその研究チー
ムメンバーと共同で調査を行い、計画の精緻化を行った。また学習科学ハンドブック第二版の翻
訳を行い、先行研究を確認した。ハンドブックの内容を Webinar としてまとめた。 
(2) 学習者の複数文書の捉え方に関する調査 
 複数文書を用いた探究的な学習の過程で、どのように学習者や学習者集団が認識的プロセス
(epistemic process)を働かせていたかを実験的に分析することとした。 
(3) 認識的プロセスを支援する Graphic Organizer のあり方の検討 
 複数文書を用いた読解過程を支援する Graphic Organizer の検討を行い、教授支援のための
ソフトウェアインタフェースのあり方を探究することにした。ソフトウェア開発を何度もスク
ラップアンドビルドするのはコストが高くつくことから、まず紙ベースでプロトタイピングし、
インタフェースの可能性について検討した。 
(4) 授業実践において試用する教材の開発および効果の検討 
 以上、複数文書を読解する上でどのような支援が必要か検討した結果を踏まえて教材のプロ
トタイプを開発し、大学の初年次教育の授業において実践研究を行った。 
(5) 高等学校の授業実践への展開 
 これらの研究の過程で、共通教科情報科における授業開発に本研究の成果を取り入れる機会
が生まれ、高等学校における授業実践も展開した。 
 
４．研究成果 
4.1. 開発した教材 
 複数の文書情報間に相違が生じる理由と、そうした矛盾を解決するような認識的コンピテン
シーを発揮するには、適切な推論の方略を獲得する必要がある。そこで、先行研究で尊重される
(i)情報源の評価に加え、(ii)文書間の矛盾点・共通点・ユニークな点の分析、(iii)そうした矛
盾点・共通点の証拠の同定、(iv) 証拠や、情報の生成過程（条件、メカニズムなど）に基づい
て矛盾の理由を同定するというステップを効果的に学習するための教材を開発した。この教材
では、学習者にサンプルテキストを提示して、(i)〜(iii)に至るまでを模範例（worked-examples）
を示しつつも探究的に学習し、学習者自身がペアになって協調的に自己説明を行う中で、深い推
論を促しながら Graphic Organizer を用いて分析する学習プロセスをとった（図１）。最後に、
矛盾点の理由の分析を行った後、教材中でイラストキャラクターが対話しながら、どのような矛
盾の理由があり得るのかについて話し合うシーンを読み（図２）、自らの思考と照らし合わせな



がら理解を深めるようにデザインした。 
 

図１ Graphic Organizer による矛盾の分析  図２ 矛盾理由の学習で示したストーリー 
 
4.2. 開発した教材の試行 
 本節では直近に行った教材評価の試行について記述する。 
4.2.1．対象と期間 
62 名の大学 1年生（女性 62.9%）を無作為に 2つの異なる条件に割り当てた．具体的には，上

記の教材を使う群と，各情報の文章要約を促し論点をまとめる教材を使う群である．要約群では，
学生が各情報に記載されている主張の違いに明確に注意を払うように示した（Barzilai & 
Ka'adan 2017）．週 1回 90 分の授業で教材を用いて段階的に方略使用をそれぞれ学習し，4週目
に最終課題に取り組んだ． 
4 週目には，低糖質・低脂質・地中海ダイエットのうち 1つまたは複数のダイエット方法につ

いて，機能，メカニズム，効果，および条件を記述した 4つの文書情報が与えられた（830〜952
文字）．情報源は各文書とも比較的信頼性が高いと判断可能にした．これらの文書をもとに，各
学生は「良いダイエットとは何か」について総合的な小論文を執筆した． 
4.2.2．分析方法 
小論文を次の観点からコーディングした：(a) 情報源や矛盾点の同定，矛盾の解消を行った

か，(b)文章の中で各構成要素の意見の相違や共通点を特定したか，(c)意見の相違の理由につい
て推論したか． 
4.2.3. 結果 
まず，方略使用の頻度について 2群の差を検討するために Mann-Whitney の U 検定を実施した

ところ，情報源の検討と矛盾の特定において，教材群が要約群よりも多く方略使用をしていた
（表１）． 

表１ 小論文中の矛盾解消方略使用の回数 

群 情報源の検討 矛盾点の同定 矛盾の解消 中程度の汎用的知識を用いた解消 

教材 0.742(1.437) 2.742(1.861) 2.065(1.569) 0.581(0.672) 

要約 1.226(1.499) 1.742(1.460) 1.903(1.491) 0.290(0.739) 

U 369.000 329.500 443.500 342.000 

P .082 .030 .594 .018 

R -.221 -.275 -.068 -.301 

 
矛盾の解消に関しては有意な差がみられなかったが，科学的な文書の矛盾解消のために，適切

なサンプルサイズ，結果の変動，交絡因子，測定期間，研究間の変数の不一致などといった中程
度の汎用性をもった議論に関する知識（Chinn 2006）を使用しているかを検討したところ，少数
ではあるが 2群間に有意差がみられた．実際，75％以上が研究の方法論的手順の詳細を議論して
いた（表２）．だが，メカニズムに焦点を当ててしまい，多様なダイエット法の減量効果に焦点
を当てた証拠に注意が向かなかったと思われる．メカニズムに言及した学生のほとんどは矛盾
点をあまりよく識別できず（16％），メカニズム間の矛盾を解消することもできなかった． 
4.2.3. 試行のまとめ 
このように，開発した教材による学習は，異なる情報間の不一致を特定し，また科学的な規準

の評価を促すのに十分なほど効果的だったと思われる．だが，未だ適切な矛盾の解消と統合に至
ることができなかった．この問題を解決する 1つの方法は，証拠を評価するための明示的な指示
を行うことである（Koslowski 1996）．今後教材改善を行い，さらなる分析を行う必要がある． 
 



表２ 科学的な文書の構成要素に言及した学生数 
 62 人中(%) 教材 要約 

「主張」への言及 91.9 30 27 

・主張における矛盾同定 32.3 9 11 

・主張の共通点同定 14.5 2 7 

・主張の矛盾解消の実行 27.4 8 9 

「結論」への言及 67.7 21 21 

・結論の矛盾同定 4.8 1 2 

・結論の共通点同定 11.3 3 4 

・結論の矛盾解消の実行 8.1 2 3 

「方法・条件」への言及 77.4 22 26 

・「方法・条件」の矛盾同定 32.3 8 12 

・「方法・条件」の共通点同定 16.1 4 6 

・「方法・条件」の矛盾解消の実行 21.0 6 7 

「結果」への言及 85.5 27 26 

・「結果」の矛盾同定 27.4 8 9 

・「結果」の共通点同定 17.7 3 8 

・「結果」の矛盾解消の実行 25.8 6 10 

「メカニズム」への言及 80.6 27 23 

・「メカニズム」の矛盾同定 12.9 2 6 

・「メカニズム」の共通点同定 12.9 4 4 

・「メカニズム」の矛盾解消の実行 8.1 1 4 

 
4.3. まとめと今後の展開 
以上のように、本研究では探索的に (1)複数人で協調しながら複数の矛盾する文書を読解す

るなかでどのように協調的に認識的コンピテンシーを発揮するのかの調査を踏まえて、(2)複数
人で話し合いをしつつ、協調的に認識的コンピテンシーを発揮できるようにする教授的支援介
入の方法について、教材を開発し教育実践を行うことで一定の成果を示すことができた。今後、
Web 情報を用いた教授介入により認識的コンピテンシーを発揮できるような教育支援システム
の開発を行うなど、より現代的かつ実践的課題に取り組んでいくことを考えている。 
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